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No 項　目 具体的な取組み 成　果

1 武生東 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

業間運動の内容を持久力
の向上を目指した運動だ
けでなく、はぴりゅうスポー
ツ広場を活用し、いろいろ
な体力を高められる運動を
取り入れて行った。

多様な運動を取り入れたこ
とで、バランスよく体力が向
上し、マラソン記録会の記
録が、4つの学年で平均
29秒縮んだ。

2 武生西 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

児童が達成感や満足感を
実感できる活動として、「の
びのび運動」で、１か月に１
回縦割り班で大縄跳び練
習会を行い、とべた回数を
記録した。児童たち自身が
記録の伸びを実感しなが
ら、運動に取り組むことが
できるようにした。

六年生を中心として、縦割
り班での大縄跳び練習会
を進めていくことができた。
１か月ごとに大縄跳び練習
会を行うことで、どの班も
記録を伸ばすことができて
おり、達成感や満足感を感
じながら運動に取り組み、
継続して運動することの良
さを感じることができた。

3 武生南 小学校

その他 マラソン大会「RunRun
フェスティバル」では、児童
は３つの距離の違うコース
に加え、今年度は順位や記
録の更新を目的としたチャ
レンジコースを設置した。練
習をする中で、各自が目標
タイム（ラップタイム）を設
定し、本番に臨んだり、競い
合ったりしていた。

児童は自分で距離を選択
したことで、意欲的に練習
に励んでいた。ペアやグ
ループでラップタイムを取り
合ったり、応援し合ったりす
る姿がよく見られた。児童
からは、「自分にあったコー
スを選べるのが楽しい」
「目標を設定して、目標通
り走れてうれしかった」「競
い合って走ることが楽し
かった」などの前向きな声
が多く聞かれた。

4 神山 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

毎週水曜日に全校体育と
して「らんらんタイム」という
時間を設け、自分のペース
で約５分間の持久走を行
う。自分で目標を設定し、
自分のペースで走り続ける
ということを大切にして取り
組む。

持久走記録会で、去年より
良い記録を出す児童が増
えた。１・３・４・５・６年では
新記録を出す児童もいた。

5 吉野 小学校

児童生徒の
運動習慣の育成について

「休み時間の遊び方」を提
示し、フリータイムと昼休み
に曜日ごとの学年割当と
遊べる場所を指定し、どの
学年も毎日運動できる場
所を確保した。

年間を通して、多くの児童
が体育館や校庭、多目的
ホール、中庭などで運動遊
びを行っていた。（学校評
価「体育や休み時間に、元
気に運動している」児童８
４％）
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6 大虫 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

マラソンやなわとび等の業
間運動を、前期（４～９月）
は週１回、後期（１０月～２
月）は週２回行う。

10月末に実施した時間走
記録会では、R６年度と比
較して、規定周数を超える
ことができた児童の割合
が、全体で15％増加した。

7 国高 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

委員会で走力を使う内容
のイベントを年に数回開催
する。そして、体力テストで
走力が平均水準を達成で
きるよう、走る運動を習慣
化させるきっかけにする。

体育委員会で走力アップ
や運動習慣の育成のため、
イベントを開催した。体力テ
ストの結果を見ると、20m
シャトルランは男女共に、
50m走は女子が平均水準
を達成することができた。

8 坂口 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

業間には、１０分間ジョギン
グや個人での短縄跳びを
通年で継続的に行った。

全国体力・運動能力調査
では、男女とも総合評価で
県平均、全国平均を上回っ
た。

9 王子保 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

基礎体力の向上と基本的
な技術の習得をめあてとし
て、準備運動には必ず、握
力を高めるグーパー体操、
体の中の筋肉や神経のつ
ながりをよくするための体
幹を整えるドリル、瞬発力
を高めるダッシュや馬跳び
等を取り入れる。

グーパー体操、体幹を整え
るドリル、瞬発力を高める
運動を継続して行うことに
より、基礎体力の向上や基
本的な技術の習得につな
がった。達成感を味わい、
意欲的に運動する児童が
増えた。

10 北日野 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

業間運動を利用し、２００ｍ
トラックを周回したり、全校
運動（雨天時）、ダンスやな
わ跳び、８の字跳びをした
りした。持久走では、児童
が距離を選択する「持久走
記録会」を行った。

児童が距離を選択する「持
久走記録会」を行ったこと
で、運動が苦手な児童も目
標を持って取り組むことが
できた。以下のとおり活動
後の児童アンケートに繋
がった。
・持久走記録会は頑張るこ
とができた（87.4％）
・持久走記録会では、自己
ベストを達成することがで
きた（７９％）
・自分が距離を選択する持
久走記録会をこれからも行
いたい（61.3％）

11 北新庄 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

年間を通して週１回、業間
に、ラジオ体操・マラソン・
縄跳びを行った。ラジオ体
操や縄跳びに関しては、は
ぴスポのはぴはぴコースや
ランキングコースに記録の
入力を促した。

体力テストのアンケートで
は「運動が好き」「運動が
まあまあ好き」と回答する
児童は男子が80％、女子
が74.3％だった。運動会や
マラソン大会やなわとび大
会などの行事に全校で前
向きに取り組む姿に繋がっ
た。



12 味真野 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

業間活動としてマラソンや
縄跳びに取り組んだ。その
際、学校行事と関わらせな
がら、自分の目標をもって
取り組めるような仕組み
を、委員会を通して行った。

自分なりの目標をもって取
り組む児童が増加したこと
により、児童の体力が向上
した。多くの学年でシャトル
ランの記録がTスコアによ
る全国平均を上回った。

13 白山 小学校

その他 体育的行事の見直しとし
て、昨年度までは、「なわと
び大会」と称していたもの
を「なわとびチャレンジ」と
した。これまでは、学年ごと
に技を指定し、合計回数を
記録していたが、今年度
は、個人で選んだ技の連続
回数の記録に変更し、全員
に賞状を渡すようにした。

なわとびが苦手な児童も１
つの種目に絞ることで、心
理的ハードルが下がり、前
向きに練習に取り組む姿
が見られた。

14 南中山 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

毎週水・金曜日にチャレン
ジタイム（業間運動）とし
て、持久走と縄跳びを行っ
た。

体力テストにおいて、４８種
目中（８種目×男女×３学
年）３8種目で福井県の平
均値を上回った。昨年度課
題だった持久力において、
２０ｍシャトルランの記録が
向上した。

15 花筐 小学校

本校の体力向上の
取組みについて

持久力を高める取り組みと
して、１０月の朝活動の時
間に５分間走に取り組ん
だ。

持久力を高める取り組み
に力を入れたことで、自主
的に持久走の練習に熱心
に取り組む児童が見られ、
多くの児童のマラソン大会
のタイムが向上した。また、
強化月間に積極的になわ
とびに取り組んだことで、
持久跳びで長い時間跳べ
る児童が増えていった。

16 服間 小学校

児童生徒の
運動習慣の育成について

デジタル化した体育カード
を活用し、業間活動の記録
や体育の授業の記録、マラ
ソン大会の振り返りなどを
残していくことで、自身の体
力の向上を見える化した。
また、様々な目標を達成す
るたびに賞状を作成した。

児童が年間を通して記録
をし続けたことで、自身の
運動技能の向上を感じや
すくなった。マラソン大会や
なわとび記録会などにも、
意欲的に取り組み、目標を
達成しようと頑張る姿がみ
られた。

17 岡本 小学校

児童生徒の
運動習慣の育成について

健康の保持増進を目的と
した「すこやかウィーク」を
設定し、期間中健康委員
会による運動ブース（「投
げる」「走る・跳ぶ」）を設
置した。児童が考え用意し
たルールや道具を用いて
屋外で実施した。

休み時間中の企画であっ
たが、ほぼ全ての児童が参
加し体を動かした。寒い日
が続き外で遊ぶ機会が少
なくなっていた中で、外で
日を浴びながら運動を楽し
み、心地よさを感じる様子
が見られた。


